
 

  

 

 

 「いつくしみのある正義と平和を求めて」 

 ‐ハンセン病問題から人間の尊厳を考え、祈る‐ 
いつくしみの特別聖年、皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

2015年 12月 8日、無原罪の聖マリアの祭日、「いつくしみの特別聖年」開年の日に、 

教皇フランシスコは 2016年 1月 1日付で「世界平和の日」の教皇メッセージを発表されました 

タイトルは次のようです。 

「無関心を乗り越え、平和を得る」 

  同じ北関東、群馬県内で長年、大変な思いをしてきた元ハンセン病の患者の方々へもっと関心を 

持ち、お話を聞き、共にお祈りしませんか？ 

日時：8月 6日（土） 

 ～10：00 受付（中央会館）オリエンテーション 

  10：30  講話（中央会館）根津助祭、米塚様（ｶﾄﾘｯｸ草津教会信徒） 

  11：30  昼食（各自持参） 

  12：15  現地学習(グループごと)―重監房資料館(新設)、教会見学、 

納骨堂での祈り・・・移動は車使用・・・ 

  14：00  ミサ（中央会館） 

15：00  終了予定 

場所：国立療養所「栗生楽泉園」中央会館 

群馬県吾妻郡草津町草津乙 647 電話 0279－88－3030（カーナビ用） 
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カトリックさいたま教区 

2016 年度 群馬地区 平和旬間行事 

 

集合場所 

 

 

連絡先 

前橋教会 

027‐221‐2746 

渋川教会 

0279－22－0182 

重監房資料館 

納骨堂 

主  催：カトリックさいたま教区宣教司牧協議会  

実行担当：群馬使徒職協議会・群馬中央北ブロック  

 

草津教会 

重監房資料館 


